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Abstract 
This article discusses consciousness of work-life balance in Japanese workers. A survey of the subject was taken part in by 
300 men and 300 women from early 30 to late 50s. They were asked about consciousness of gender-role attitudes toward 
men and women, work-related stress and psychological adjustment. Main results were as follows. As a whole, opinions of 
men were influenced by their job style, for example, male workers in service industry and sales scored higher on traditional 
male images (i.e., high agency and social status). Women in service industry and clerical work scored high on 




























































































































経て，最終的に 555 名（平均年齢 44.46 歳，標準偏差 8.65）男性 275 名（平均年齢 44.56，標準偏差
8.64），女性 280 名（平均年齢 44.36 歳，標準偏差 8.68）を分析対象とした。分析対象者の属性につ
いてみると，最終学歴は中学 4 名（0.7％），高等学校 146 名（26.3％），高等専修学校 5 名（0.9％），
専門学校 61 名（11.0％），短期大学 57 名（10.3％），4 年制大学 235 名（42.3％），大学院 43 名（7.7％），
その他 4 名（0.7％）であった。婚姻状況については，未婚 221 名（39.8％），既婚 264 名（47.6％），
離婚 66 名（11.9％），死別 4 名（0.7％）であり，子どもありが 241 名（43.4％），子どもなしが 314
名（56.6％）であった。この 1 年間の世帯年収は，0 ─ 100 万円未満 3 名（0.5％），100 ─ 300 万
円 39 名（7.0％）300 ─ 500 万円 123 名（22.2％），500 ─ 700 万円 124 名（22.3％），700 ─ 900 
万円 84 名（15.1％），900─ 1100 万円 64 名（11.5％），1100 万円以上 57 名（10.3％），わからな
い 61 名（11.0％）であった。 
分析対象者の男女ごとの職種の内訳をTable1に示す。役職について，女性は部長級が4名（1.4％），
課長級が 18 名（6.4％），係長級が 26 名（9.3％），係長未満の正社員 209 名（74.6％），その他 23
名（8.3％），男性は，部長級が 36 名（13.1％），課長級が 55 名（20.0％），係長級が 46 名（16.7％），
係長未満の正社員 133 名（48.4％），その他 5 名（1.8％）であった。1 週間の労働時間に関して，13
時間以内もしくは 119 時間を超える値を記入した者は回答ミスである可能性が高いと判断し，それら



























職業性ストレスについては 1-4 点の範囲で，男女ともに A 領域のストレス要因の平均が 2.5 点程度，
B 領域の心身のストレス反応が約 2.0 点という結果が示された。 
ワーク・ライフ・バランスと心理的適応の指標では，仕事と生活のバランスの感覚を 4件法（4点：
そう思う～1 点：全くそう思わない）で回答を求めたところ，男女ともに 2.6-2.7 点と，ややそう思う
（3点）に近い得点を示した。主観的幸福感については，男女とも平均が 3.5点前後であり，Diener, E., 
Oishi, S., & Lucas, R.E. （2003）(12)の基準によると“やや低い”という結果であった。仕事，家庭生活，





























































専門職（医師、弁護士、など） 2.18 0.86 5.397 ＊＊＊ 医療＜サービス、事務　





























































































仕事と生活のバランス（1-4点） 医療・福祉職（看護師、理学療法士、作業療法士、など） 2.74 0.71

















技術職（エンジニア、作家、デザイナー、など） 3.87 2.80 2.182 † 技術＜医療、教育、営業
教育・対人援助職（保育、心理職、教職員、など） 7.00 4.00 技術＜事務＜専門














































































































































































技術職（エンジニア、作家、デザイナー、など） 2.48 0.47 2.322 * 作業＜教育、サービス、営業



































技術職（エンジニア、作家、デザイナー、など） 2.22 0.80 4.505 ＊＊＊ 医療、専門＜サービス、営業、作業








技術職（エンジニア、作家、デザイナー、など） 3.85 1.08 2.621 * 医療・技術＜サービス、営業

























専門職（医師、弁護士、など） 2.56 0.33 2.001 .† 営業、事務＜医療










































































専門職（医師、弁護士、など） 2.36 0.62 2.105 * 専門＜作業、事務

























満足感_生活全般 医療・福祉職（看護師、理学療法士、作業療法士、など） 6.06 1.692









専門職（医師、弁護士、など） 3.78 1.17 2.314 * 作業＜医療、サービス、営業、事務
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